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編集後記
研究所の体制が新しくなってから最初の年報である。
本号には，合計11篇の研究報告その他が寄せられた。内訳は，研究報告が10篇，翻訳による
紹介が1篇である。研究報告は，地域区分から見ると北海道に関するものが5篇，外国に関す
るものが5篇と，地域性と国際性の均衡がとれたものになっている。また，研究の内容も幼児
の発達心理に関するものから高齢者の体力・ AD Lに関するものまで，極めて多岐にわたって
いるが，これをいくつかのキーワードで表してみると，心理，家族，障害者，住宅，健康，高
齢者，福祉用具と，自ずから人間福祉学部付属の研究所に相応しい内容にまとまっているとい
うことができるのではなかろうか。
個々の研究の内容に立ち入って紹介することは，紙数の制約もあって差し控えたいが，ただ
一つ，浅井洋子氏の大部の論文「浅井学園の発展と創立者の足跡」については触れておかなけ
ればならない。これは，研究所年報第4号に掲載された「浅井淑子先生より学ぶー北海道発も
のの見方一」という論文の中で一番ヶ瀬康子先生が呼び、かけられたことに対する回答としての
性格を持つものと考えられる。抄録に示されているとおり，この論文は「学校法人浅井学園の
創立者・浅井淑子先生の教育の真髄を考究するために，創立者の出生から逝去までの個人史を
たどり，創立者をめぐる人々の動きを整理」すること等を目的として記されたものであるが，
それだけにとどまらず，「その中で 『建学の精神』や 「教育の理念』が生まれた経緯などにつ
いて，今一度資料的な確認を行い，できるだけ事実に基づきながら探求した」ものであり，「今
回の再検討で発掘された史料を加え，より具体的でより詳細なもの」となった「年譜」と併せて，
創立者の身近にあった筆者でなければ知り得ない史料的価値を持つものということができょ
う。完成年度を迎える本学にとって，何よりの贈り物といえよう。
本年4月の組織改革に伴い，本研究所は大学人間福祉学部付属研究所となった。運営委員一
同，研究所活動をいささかなりとも停滞・低下させることのないよう気を引き締めて事に当た
るつもりであるが，所員及び研究員各位の一層のご協力をお願いするものである。
（西淳秀夫）
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